第２学年 理科学習指導案

場　所　 別海町立野付中学校　理科室

指導者　 教諭　氏家　拓

１　単元名　　2分野　気象とその変化　４―２日本の四季（教育出版）

２　本時の目標

· 台風に興味を持ち、日本におよぼす影響を調べようとする。【関心・意欲・態度】

· 台風の進路が偏西風と小笠原気団の成長・衰弱と関わっていることを説明できる。【思考・表現】

３　使用する教材

· ダジック･アース（ノートPC、プロジェクター、黒板用の1m半球）

· ワークシート「夏の天気と台風の特徴」

· ホワイトボードとペン（グループの数）

４　本時の展開　

	
	学習活動
	指導上の留意点
	備考・評価

	復習・導入

５分
	1. 前時（春の天気と梅雨）の復習


	· 春の天気の特徴をダジックアースのコンテンツ「春の雲の動き」で確認する。

· 梅雨の天気の特徴をダジックアースのコンテンツ「梅雨の雲の動き」で確認する。
	※偏西風の影響で、移動性高気圧と低気圧が交互に日本を通過することをおさえておく。

※オホーツク海気団と小笠原気団の影響で、梅雨前線に沿って帯状の雲ができることをおさえておく。

	展

開

４０分
	２. 本時の課題を把握する。


３．夏の天気の特徴と要因で気づいたことは？個人の考えを書く。

４．指名により気づいたことを発表する。

５．台風の発生について知る。


６．夏と秋の台風の特徴と要因で気づいたことは？個人の考えを書く。

７．グループで考えをまとめてホワイトボードに記入し、発表する。


	· 課題を提示する。

· ダジックアースの使用コンテンツは「夏の雲の動き」(テレビに同時期の天気図を表示)
· ワークシートを配布、時間設定をする。

· 晴れの日が多いのは、小笠原気団（高気圧）が１年でもっとも発達していることを確認する。

· 台風は日本の南方海上で発生した熱帯低気圧で、渦状の雲をともなうことを確認する。（NHKオンラインのクリップ動画「台風が南からやってくるわけ」）

· 課題を提示する。

· ダジックアースのコンテンツは「日本に来た台風(8月)」と「日本に来た台風(10月)」（説明文を非表示に設定しておく、テレビ　
に同時期の天気図を表示）
· 再び時間設定をする。（個人で考えを書いた後にグループでの話し合い活動へ）


	（机間指導）

記述に困っている生徒には、日本の天気について、どんな傾向が見られるか注目させる。
※熱帯低気圧のうち、最大風速が秒速17.2m以上になったものが台風。

・台風に興味を持ち、日本におよぼす影響を調べようとする。【関心・意欲】（授業観察･ﾜｰｸｼｰﾄ）
・台風の進路が偏西風と小笠原気団の成長・衰弱と関わっていることを説明できる。【思・表】（ﾜｰｸｼｰﾄ）

	終末

５分
	８．台風の進路について確認する。


	· 台風の進路が偏西風と小笠原気団の影響により、夏と秋で異なっていることを確認する。（NHKオンラインのクリップ動画「台風の通り道」）

· ワークシート回収

· 次時の予告
	





課題１　夏の天気の特徴と要因は？


























課題２　夏の台風と秋の台風の特徴と要因は？









